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スポーツの力で定住者の交流を活発化させたり、スポーツを
目的に市外から訪れる人を増やして交流人口の増加を目指す

スポーツ振興施策について
問 	 小・中学生を対象に実施した「スポーツの時間を

増やしたいか?」のアンケート結果は。 
答 	 小学校5年生で50.5%、中学校2年生で56.9%が、時
間を増やしたいと回答があった。

問 	 中学校の部活動で、遠征等のバス料金が高騰して
いるとの声があるが対応策は。

答 	 部活動奨励交付金での対応を検討していく。

問 	 市ホームページの「輝く田原のスポーツ選手」の
コーナーをトップページで積極的にPRしては?

答 	 検討していく。 

問 	 市民のスポーツ実施を推進するための施策は。
答 	 市民館や公共施設にスポーツ器具の整備を行い、
その活用を推進するプログラムや教室の開催等を
検討していく。 

問 	 スポーツ合宿誘致の考えは。
答 	 平日昼間の体育館、冬場のグラウンド等の有効活
用を考えたい。条件付で施設の先取り予約等につ
いて検討している。

問 	 田原市総合体育館や渥美運動公園等に指定管理者
制度を導入する考えは。

答 	 滝頭公園など既に導入しているスポーツ施設もあ
り、事業提案があれば検討していきたい。

問 	 スポーツ推進施策に対しての教育長の考えは。
答 	 策定中のスポーツ推進計画にあるように、スポー
ツを通して豊かな心を育み、健康で幸せに暮らせ
るよう、生涯スポーツを推進していく。

	 スポーツの力で定住者の交流を活発化させたり、
スポーツを目的に市外から訪れる人を増やして交
流人口の増加を目指す。

スポーツ推進施策に対しての考えは
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